
■新たな空間の使い方（やってみたいイベントなど）
・自然豊かな場所で自然を感じられるイベントをしたい。（街路樹の枝で焚火、サウナなど）
・区域内で町民自ら作ったものを設置できるなど可変性のあるものにしてほしい。（花壇や植栽など）
・町内（自分）で作った農作物が販売できるマルシェやバザーなどのイベントを開催。また、キャンプイベント
や緑空間の剪定枝を使用した焚火イベントなどを開催。
・トレッキングコースやサイクリングコースの拠点としたい。（駅前を拠点として）
・聖地化して、ファンが集う場所にすると観光客誘致に期待できる。
・駅前から新町通りまで、メイン・サブのステージを各所に配置したイベントを開催することができる。
・音楽祭や屋外シネマなどのイベントを開催したい。なお、イベント時のバックヤードが必要。
・展望台には望遠鏡が欲しい。
・イベントを開催する際の電力は再生エネルギーを活用できるといい。

■商業施設について
・個別店舗は事業主が出店しやすく、リスクを減らす
仕組みとした方がいい。
・設備等はできるだけ作りこみすぎず、事業者に選
択肢を与えたほうがいい。

■イベントやまちづくり活動について
・イベント開催やまちづくり活動に参加するハード
ルが高いため、スペースを設けるだけでなく何を
すればいいかアドバイスをくれるような人がいて
欲しい（イベントアドバイザーなど）。

■緑空間（園路、遊具など）について
・バリアフリーに配慮された空間づくり
・樹木や東屋等による日影がある空間
・自然を感じられる場所（ビオトープを設置し、夏場には蛍が観測できるなど生物が感じられるとよい。）
・年齢制限を設けない遊具・遊び場
・色々な世代を受け入れることでき，人々が集える空間に
・駅前から新町通り、さらに道の駅等まで距離があるため、シェアサイクルやシェアモビリティが必要
・駅前にシンボルツリーがほしい（ツリークライミングのイベント開催）。
・駅前から新町通に向けて歩く楽しみができる。さらに、道の駅などまで繋がる動線に期待。

浪江駅周辺整備事業に関する住民ワークショップR5.8.20 ご意見まとめ

浪江駅周辺整備事業に関する
住民ワークショップ

日時：令和5年8月20日（日）
13:30-16:00

会場：浪江町役場２階大会議室
参加者：８名



■イメージカラー：青色
・浪江の広い空（青）と、山から流れる川の水（青）、太
平洋（請戸漁港）の海（青）
⇒中通りや会津の人から、「浜通りは空が広いね」「開
放感があるね」と言われる。

■イメージカラー：黄，赤、茜，朱色など
・朝日、紅葉、夕焼け、朝焼けの空
⇒あるけあるけ初日詣大会で見る請戸漁港からの初
日の出はきれいだった。
⇒高瀬川渓谷の紅葉はみごと。

■イメージカラー：緑色
・夏の山々
・震災前，震災後も変わらない豊かな自然

■イメージカラー：桜色
・請戸川リバーラインの桜
⇒請戸川沿いの桜だけではなく、町内には複数の
桜の名所・名木がある。
・震災前の丈六公園は桜がきれいな場所だった。

■名産
・請戸のシラス、ヒラメ
・かぼちゃまんじゅう（出来立て）

■名所、自然（景観など）
・川（川泳ぎ、川原でキャンプ） ・鮎などの川釣り ・鮭
・地形（迫（サコ））
・お寺、川沿いの桜、
⇒浪江町は山～川～海までつながっており、その水辺が魅力。
・棚塩遺跡/・竪穴住居/・泉田城跡

■イベント
・花火/・浪江女子発組合

■その他意見
・今浪江に住んでいる子供たちが「ふるさと」だと思い出してもらえるような場所にしたい。
・浪江のことを知らない子供たちに浪江のことを学んでもらう機会を作り、つないでいく必要がある。
そして新しい浪江の名所は、子供たちと作っていきたい。

浪江らしさをいかす①：浪江をイメージする色は？

浪江らしさをいかす②：やっぱり浪江といえば？


